
ご挨拶
　コロナの緊急事態も延期されて継続したままですが、その効果もあってか感染者も減少傾向にあります。ワクチン接種も

始まりました。そんな明るい話題とともに春を思わせる暖かさです。ところが2月13日の夜11時過ぎに福島や宮城で震度

6強の地震が起きました。おりしも今年は大きな被害が出た「東北地方太平洋沖地震」から10年目。しかも、今回の地震は

その余震に当たるそうです。被災された皆様には心よりお見舞い申し上げます。春の到来が待ち遠しいですね。

 久斗山農産加工組合のかきもち製造が最盛期となっています。寒さが厳しい、澄んだ冬の空気にさらして乾燥させることで

日持ちする美味しいかきもちになります。今年は昨年より多く、百臼近い餅をついたそうです。冷めてから少し置いて堅く

なった餅を短冊状に切って、2枚づつ10組2連を藁で絡めてすだれ状につるします。けっこう手間のかかる作業です。

【雪の冷たさもへっちゃら！　動物の足跡を探そう】
　今月の行事、久斗山自然教室「動物の足跡をさがそう」を2月21日

に開催しました。子供10人、大人10人の参加があり、大盛況で

した。朝は凍てていたものの、ぽかぽか陽気でとてもいい天気に

なりました。午前9時より受付を行い、集まった参加者はまずかん

じきかスノーシューを装着してみて、試しにグランドの雪上を歩い

て慣れてもらいます。足が重いけど、雪に沈まないで歩けることを体感で

きたら、さあ出発です！宮谷の道を往復2時間ほど歩きました。雪でたわんだ竹の間をくぐり抜け

たり、倒木を乗り越えたりして、みんな元気に歩きまし

た。雪の上にはシカやタヌキ、キツネなどの足跡が点々

とついており、動物の毛の塊が雪の穴から出てて、ひょ

っとしたら死骸が埋まっている？そんな推理をしたり…

　お昼には豚汁とシカ肉を焼き肉にして食べました。

　子供たちは、その後もソリ

で滑ったり、雪の上を転げま

わって遊び、雪の冷たさも気

にならないぐらい暖かい一日

を満喫していました。
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【寒干し製造中　農産加工組合のかきもち】

竹竿につるして乾燥中の6種類の色とりどりのかきもち



【春の暖かさから一転、また真冬】 【厳冬期の氷瀑探訪　岸田川源流、亀滝】
　今年の冬は、 　日中も氷点下になる厳冬期の高い山にある滝は、流れ落ちる水しぶき

一晩に数十㎝ が凍り、大きなつららができて氷瀑になります。そんな滝が見たくて、

も雪が積もる日 1月の下旬に岸田川の源流部、畑ヶ平にある滝を見に行ってきました。

があり、一時は かんじきを装着し、麓の

1.5ｍ以上も積 菅原から急な雪尾根を歩く

雪がありました こと3時間。岩肌が亀の甲羅

が、2月の前半 に見える「亀滝」に到着しま

は3月から4月なみの気温の日が続き、暖かな日差しのもと、 した。完全に氷結してません

藤尾から下では雪も完全に消えてすっかり春の様相でした。 でしたが、間近で見た巨大な

久斗山は雪がありましたが、このまま春になる？そんな思い つららは感動的でした。

も…でも甘くない！2月17日から再び寒波、18日は新たに 【節分に咲くから“節分草”】
新雪が35㎝も 　今年の節分は124年ぶりに

積り、冬に逆戻 1日繰上げの、2月2日でした。

りしてしまいま その日、節分に咲く早春の花、

した。でも、三 セツブンソウを見に丹波市遠坂

寒四温ですね。 に行きました。昨年より遅めの

春は近い。 開花ですが、咲いていました。

○令和3年　 ３月の行事

町内の中学校　卒業式

「自然研修会(ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ報告会)」（13：30～16：00　上山高原ｴｺﾐｭｰｼﾞｱﾑ）

久斗山自然教室「里山の食べれる野草さがし」(9：00～11：00久斗山公民館）

地区総会　（9：00～

町内の小学校　卒業式

10日（水）

　　☆久斗山公民館　【お問い合わせ・連絡先】　新温泉町久斗山628　山本一幸　（℡0796-85-0118）
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うわのふれあいの森倶楽部公開講座

春を待っている山の生き物を探ろう
～雪が残る兎和野の森をスノーシューで歩き

ながら厳しい冬を耐えた生き物の春を待ち

わびる姿を観察します～

○とき：令和3年3月13日（土）

13：00～16：00

○会場：兵庫県 木の殿堂（集合場所）

・指導：山本一幸（インタープリター）

・定員：20名 ・参加費：500円

・準備：山歩きのできる服装（防寒具、

手袋、帽子など）おやつ、飲物、雨具

【申し込み・問い合せ先】

｢兵庫県木の殿堂｣

香美町村岡区和池951

TEL：0796-96-1388 FAX：0796-96-1390

メール kinodenndo@gmail.com
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土から出たてのフキノトウ

2月11日、暖かな日差しが降り注ぐ本谷の村

2月18日、真冬に逆戻り

氷瀑になった亀滝（2020年1月21日）


